
基本方針２ 歴史と文化、交流が彩るふじのまちづくりの推進 

ふじにこだわった藤島歴史公園「Hisu 花」の活用やふじのまちづくりに関わるボランティアの育成など、地域の資源や特性を活かした取り組みを一層発展させながら、多様な人々の関わりにより、新たな

視点で藤島の魅力を創造し、地域住民が誇りと愛着を持てる活力ある地域づくりと交流人口の拡大を推進します。 

また、各地で伝承される獅子踊りなどの伝統芸能は、郷土愛を育む重要な資源であり、地域コミュニティにおける人と人とのつながりを保ち、地域社会づくりに貢献するなど、その果たす効果は大きいこ

とから、地域の伝統芸能の育成に取り組みます。 

 

  

具体的な展開方策（１） 藤島歴史公園「Hisu 花」を活用した藤島地域の魅力発信                       【着眼点との整合：交流人口を増やす施策の推進、オンリーワンを目指すプロジェクトの実施】 

藤島歴史公園「Hisu 花」を

テーマ性のある地域資源とし

て捉え、ふじの魅力を体感、発

信できる多様な活用を図りな

がら、多くの方が訪れる賑わい

ある公園づくりとそこから発

展する地域づくりを推進しま

す。 

 また、公園内の東田川文化記

念館においても地域の歴史と

文化を発信するとともに、藤島

歴史公園「Hisu 花」と連動し

た文化活動、農業や伝統芸能、

わら文化など、地域の情報発信

拠点として、相互の有効活用を

図ります。 

○主な施策 

①ふじの花のライトアップとイルミネーション等による魅力発信 

ふじの花の開花にあわせ、ふじをライトアップし公園の魅力を高めるとともに、ふじの花のオフシーズンにイルミネ

ーションを設置して、公園を核とした交流人口の拡大を図ります。また、同公園や公共施設の藤棚の維持管理について

地域協働の取組みを推進し、魅力ある活気あふれるふじの里づくりに向けた施策の展開を図ります。 

②藤島歴史公園「Hisu 花」から始まる地域づくり 

藤島歴史公園「Hisu 花」の活用を通じた、地域づくり活動を推進します。公園の活用促進に関わる人や団体が自らの

アイデアを提案できる場を創出し、公園の具体的活用策を具現化していきます。その実現には様々な協力者が必要とな

ってくるので、長年藤島調査に関わってきた首都圏大学の関係者や藤島のファンなども巻き込み公園発の地域づくりを

進めます。 

③東田川文化記念館の魅力再発見と活用 

 東田川文化記念館の歴史的価値の理解を深めるため、施設内の展示の見直しやリニューアルを検討するとともに、芸

術文化活動の拠点として市民が活用しやすい施設となるよう整備を行います。また、文化財を知り、地域のシンボルと

して誇りを持てるイベントなども開催し、東田川文化記念館の魅力を再発見できる取組みを実施します。 

④藤島歴史公園の利用、誘客につながる環境の整備 

公園への誘客促進に繋がるよう、交流人口の拡大と賑わい創出のため、園内の魅力ある施設整備を推進します。 

○具体的な事業 

事業名 主な内容 区分
未来事業
の選択

①ふじの花のライトアップとイル
ミネーション等による魅力発信
事業

・イルミネーション及び投光器の設置
・花壇整備

継続 ○

②藤島歴史公園「Ｈｉｓｕ 花」か
ら始まる地域づくり事業

・公園の活用促進WSの開催
・子供向け遊び方教室の開催

継続 ○

③東田川文化記念館リノベー
ション事業

・東田川文化記念館の整備
・イベント開催

継続 ○

④-1オープンカフェ用デッキ整
備事業

飲食・休養の利用客で賑わいをつくる
オープンカフェ用デッキ整備

新規 ○

④-2子ども向け設備等設置事
業

公園内に子どもが楽しめる設備等を設
置

新規 ○
 

具体的な展開方策（２） 住民協働によるふじ棚等の適正な維持管理の推進 

市民の主体性をまちづくり

に生かし、公共施設などのふじ

棚や歴史公園の適正な維持管

理について、地域住民、ボラン

ティア、各種団体、行政などが

協働で取り組むパートナーシ

ップの構築を図ります。 

○主な施策 

①ふじの管理ボランティア団体等の育成支援 

公共施設等の老朽化する藤棚の管理や新設した大藤棚の育成など藤島地域のふじのまちづくりを推進する上で、ボラ

ンティア等の有志団体が果たす役割が大きくなっています。そのため、これまで以上にボランティア団体等のスキルア

ップが必要となっているので、ふじ管理のエキスパート（専門家）を養成するとともに、先進地のふじ管理団体等との

交流も視野に入れ、ふじの管理活動を行う団体等を支援します。加えて、幅広い専門的な知見を養うことで、新たな雇

用創出につながることも期待されます。 

また、公共施設や各町内会公民館敷地等の老朽化した藤棚の修繕について、各町内会や団体等が主体的に行う場合、

市が修繕用資材を支給し、市民との協働による藤棚の適正な維持管理を支援します。 

②ふじのまちにふさわしい藤棚の維持管理の推進 

 地域内には、今後、耐用年数を迎える藤棚が多数存在します。老朽化により修繕が必要となる藤棚を計画的に改修し、

ふじのまちにふさわしい藤棚の維持管理を推進します。 

○具体的な事業 

事業名 主な内容 区分
未来事業

の選択

①-1ふじ管理エキスパート養成
支援事業

藤棚の育成管理団体の養成事業 拡充 ○

①-2藤島地域藤棚修繕等資材
支給事業

藤棚の修繕（パートナーズ事業） 継続

②藤棚の整備事業 老朽化した藤棚の計画的な修繕 新規 ○  
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具体的な展開方策（３） 伝統芸能の育成と地域コミュニティづくり                                      【着眼点との整合：内的豊かさを重視し豊かな自然と歴史、文化を伝承】 

藤島地域は、「獅子郷」といわれるほど獅

子踊りが多く保存・伝承されています。伝統

芸能の伝承は、地域のふるさと意識やコミュ

ニティ意識を醸成し、地域への誇りを抱か

せ、人と人とが共生し、うるおいのある地域

社会づくりに貢献するなど、その果たす効果

は大きいことから、伝統芸能の育成に取り組

みます。 

○主な施策 

①鶴岡伝統芸能祭の開催 

 鶴岡市内外の各地に残る「獅子踊り」や「神楽」など、地域の郷土芸能を集めて「鶴岡伝統芸能祭」を

開催し、伝統芸能のまち「藤島」を発信するとともに、市内の伝統芸能の裾野を広げるイベントとして実

施します。 

②伝統芸能の伝承支援 

 地域外の芸能祭などへ積極的に出演し、研鑽を図るとともに他の伝統芸能団体との交流を促進するため

出演費用に対して助成を行います。また、伝統芸能の伝承に向けた映像等の資料整備にも努めます。 

 

○具体的な事業 

事業名 主な内容 区分
未来事業

の選択

①鶴岡伝統芸能祭開催事業 鶴岡伝統芸能祭の開催 継続 ○

②伝統芸能伝承支援事業
・地域外の芸能祭への出演補助
・伝承映像の保存

拡充 ○
 

具体的な展開方策（４） ふじの花による観光振興の促進                                             【着眼点との整合：交流人口を増やす施策の実施】 

ふじの花の魅力を地域内外に発信する一

大イベントとして「ふじの花まつり」を開催

するとともに、訪れた多くの人がふじに親し

み、楽しめるふじにちなんだ、お土産品やグ

ッズ、キャラクター等の開発に取り組み、ふ

じをテーマとした観光振興を促進します。  

○主な施策 

①ふじの花まつりの開催 

 ふじのまちづくりの一大イベントとしてふじの花まつりを開催し観光客の誘客を図ります。 

②ふじにちなんだお土産品等の開発 

 ふじの花まつりには地域内外から多くの観光客が訪れていますが、記念として購入できるお土産品等が乏し

いといわれてきました。ふじに親しみを持って訪れる観光客等が気軽に購入でき、楽しめるふじにちなんだお

土産品やグッズ等の開発を進めます。 

○具体的な事業 

事業名 主な内容 区分
未来事業
の選択

①ふじの花まつり運営事業 ふじの花まつりの開催 継続
②お土産品開発事業 ふじにちなんだお土産品やグッズ開発 新規 ○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Hisu 花」イルミネーションの設置と点灯 

H28 年度から冬期間の公園の魅力創出を目的とし
たイルミネーションを設置。3 ヶ年計画でイルミ
ネーションを広げ、H30 年度には大藤棚のライト
アップを予定している。 

ふじの花まつりサブ会場として Hisu 花を使用 

今年初めてふじの花まつりの会場（サブ会場）となり、

「ぷちマルシェ」が開催された。地場産の農産物や加

工品の販売のほか、カフェや足湯など安らぎの空間

も提供され、多くの来場者が詰めかけた。 

 

鶴岡伝統芸能祭の開催 

今年で第 17 回目を迎えた伝統芸能祭は獅子踊り

をはじめとした藤島地域の他市内各地より 13 団

体が参加し盛大に開催された。（H30 年度は雨

天のため屋内での開催となった） 

 

 

「Hisu 花」活用ワークショップ 

今年７月から９月まで全３回を実施。藤島歴史公

園「hisu 花」の活用策を市民自らが考えるワー

クショップとして開催され、今後は事業の具現化

に向け活動予定。 
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